
愛媛県農業信用基金協会・Ⅷ　出資法人及び県所管課による評価（１次評価）

取組み項目 取組の目標達成の評価
組織体制の見直し 十分達成している

経営基盤の充実・強化 十分達成している

役職員数及び給与制度の見直し 十分達成している

財政的関与の見直し 十分達成している

人的関与の見直し 十分達成している

経営情報の開示 十分達成している

１　出資法人の自主性・自律性の向上に向けた取組
（1）組織体制の見直し
【評価： 十分達成している 】

（２）経営基盤の充実・強化
【評価： 十分達成している 】

（３）役職員数及び給与制度の見直し
【評価： 十分達成している 】

２　県の関与の適正化に向けた取組
（1）財政的関与の見直し
【評価： 十分達成している 】

（２）人的関与の見直し
【評価： 十分達成している 】

３　経営情報等の積極的な開示に向けた取組
【評価： 十分達成している 】

４　総合的評価

　既設ホームページの一部変更を行った。

【19年度2次評価に対する対応】

　決算情報の開示とともに、保証対象資金の掲載を行った。

　全体的には、目標に向けて計画どおり実施している。
　厳しい経営状況の中で、積極的な求償権の回収や経費支出削減に努めた結果、19年度も計画以上の利益を計上している。今後も引き続き、健全な財務状態を維持し
つつ、関係機関等と連携して農業者等の多様な保証需要に的確に対応するように努める。
　なお、農業を取り巻く厳しい状況のため農業制度資金の融資実績の低迷により農業者への債務保証が減少しているが、農業者への債務保証という当協会の目的に沿っ
た業務運営を促進したい。

　カードローン等当座性商品の保証料率引上げによる保証料収入の増加及び求償権の償却の実施に伴う引当金の戻入等により、当期利益は計画を上回った。
　また、１８年度から導入された経営指標の「弁済能力比率」は1,691％であり、経営の健全性判断基準である200％を大きく上回っており、保証債務の弁済能力は充実して
いる。

　事務効率を高めることにより、職員の増員を行わず業務を行った。

　農業制度資金の円滑な融通を図るため、農業信用基金協会が無担保・無保証人による保証引受リスクに備えて積み立てる特別準備金に対して、引き続いて規程どおり
助成した。

　引き続き、非常勤理事として1名就任した。

【19年度2次評価に対する対応】
　農業者等の多様な保証需要に迅速かつ的確に応えるとともに、会員ニーズへの機動的な対応や積極的な営業活動等による保証事業量の増加、適正な保証審査による
代位弁済の減少、融資機関との連携による求償権の回収強化などに努め、財務の健全性を維持する。
　なお、農業制度資金の融資実績の低迷により農業者への債務保証が減少しているが、農業者への債務保証という当協会の目的に沿った業務運営を促進したい。

●取組の評価分布図 ●個別取組項目の評価総括表

　業務知識を充実するために積極的に通信教育・集合研修に参加し人材育成に取り組むとともに、コンプライアンス・マニュアルを制定し周知徹底に努めた。
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